





















Viewing  about  Support  to  the  Students as an  Systematic  Activity  of  
School  teachers  and  stuffs
―The  Situation of  Student’s  Visiting  the Nursing  Room
 at  primary  School―
Mieko KAWAI
　Nursing room stuffs have a lot of information of many students. All teachers and stuffs 
gave help to them as school activities in the year of Heisei.
　Studying the process for 6 years to graduation, among 211 students,　who visited nursing 
room needing mental treatment, 16 students, came there 141 times when they were in the 
1st grade. But, growing to 6th grade, they visited there only 39 times.
　And 11 students out of 10（90.3％） who needed and third support, decreased for their 
medical treatment when they were in 6th grade. 
　Thus, the systematic support to the students by all teachers and stuffs have planned 
to keep good condition of student’s life and mind, cooperated with so many parents, area 
people and city stuffs. As a result, it sets student’s mind at rest and also leads up to the 
decrease of their visiting nursing room for medical treatment.
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0 ～ 4 回 220 51.0
























































　 5 ～ 9 回 の 保 健 室 来 室 者 で あ る113人
（26.2％）に対しては、傷害・疾病への対応



































































































② 　 2 ．の保健室来室状況で述べたように 5
回以上来室した211人中、内科的来室回数
の多い 1 年生16人の来室回数は合計141回
で１人当たり平均8.8回だった。第 2 ・ 3
次支援群の内科的来室回数の 6 年間の経過
を示した図 3 では、全教職員で対応・支援
を始めた 2 年時から減少し、 6 年時には合
計39回で１人当たり平均2.4回だった。
　 　その内、 1 年時内科的来室回数10回以上
の 4 人は 6 年時 0 回が 2 人、 4 回が 2 人に
減少した。







　 　来室回数が最多の児童は、 1 年時37回
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図 2 　６年間の来室回数の推移
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図 3 　第２・３次4支援群の内科的来室回数の６年間の変換






　そして、第 3 次的支援群は 6 年卒業時に要
配慮児童として、市の担当課に報告し、進学
中学校において継続対応・支援が行なわれた。
　また、平成Ｘ年の長期欠席者についても１
名は登校しないまま中学校に進学したが、後
の４名は教室や別室・保健室登校を経て、中
学校の教室や別室に登校し、高校に進学した。
　このように、教員だけでない職員を含む全
教職員による組織的な児童への支援は、保護
者・地域の方々・市担当課を含む多くの方々
との連携した対応・支援を得て、児童の生活
や心理的な安定が図られ、保健室来室回数の
減少につながったのではないかと考えられ
る。
５．おわりに
　保育園・幼稚園・小学校・中学校・高等学校・
大学と校種を問わず、種々の要因で対応や支
援を必要とする幼児・児童生徒・学生がいる。
　今回、保健室に集められている多くの情報
の中から、保健室来室状況を取り上げ、学校
教職員組織としての児童への支援について考
えた。
　今回の結果は教職員による支援結果だけで
はなく、保護者・地域の方々・市の担当課を
含む多くの方々との連携した対応・支援の結
果の現れだと考える。
　今後さらに学校教職員組織としての対応や
支援の在り方ついて、研究を深めていきたい。
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